
PDF issue: 2025-01-15

<図書紹介>『吐き気 : ある強烈な感覚の理
論と歴史』 Ｗ・メニングハウス著 竹峰義
和、知野ゆり、由比俊行訳 法政大学出版局
二〇一〇年

菅沢, 龍文 / SUGASAWA, Tatsubumi

(出版者 / Publisher)
法政哲学会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
Bulletin of Hosei Society for Philosophy / 法政哲学

(巻 / Volume)
7

(開始ページ / Start Page)
78

(終了ページ / End Page)
78

(発行年 / Year)
2011-06

(URL)
https://doi.org/10.15002/00008213



本
書
を
手
に
す
る
と
ズ
シ
リ
と
重
い
。
本
文
が
七
五
五
頁
、
注
が

八
九
頁
と
い
う
厚
み
が
、
生
半
可
な
読
者
を
拒
絶
す
る
か
の
よ
う
で

あ
る
ｑ
し
か
し
テ
ー
マ
は
「
吐
き
気
」
で
あ
り
、
読
者
に
と
っ
て
縁

遠
い
も
の
で
は
な
い
。
本
書
で
は
、
吐
き
気
の
感
覚
の
理
論
が
歴
史

的
に
論
究
さ
れ
る
。
そ
の
研
究
対
象
は
一
八
世
紀
か
ら
現
代
に
至
る

「
吐
き
気
」
に
か
か
わ
る
諸
文
献
で
あ
る
。
従
来
の
数
少
な
い
「
吐

き
気
」
研
究
の
中
で
、
本
書
は
「
芸
術
・
美
学
・
哲
学
に
お
け
る
吐

き
気
の
役
割
を
問
う
た
初
め
て
の
試
み
」
三
九
頁
）
で
あ
る
点
で
新

鮮
で
あ
る
。

序
章
は
、
本
書
の
内
容
を
簡
潔
に
回
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
要
旨
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
先
行
の
研
究
に
つ
い
て
の
論
究
が

な
さ
れ
る
。
そ
の
後
に
次
の
よ
う
な
第
Ｉ
章
か
ら
第
Ⅸ
章
が
続
く
。

第
Ｉ
章
で
は
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
を
は
じ
め
と
す
る
十
八
世
紀

の
吐
き
気
の
理
論
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
Ⅱ
章
で
は
、
ヴ
ィ

ン
ケ
ル
マ
ン
の
古
典
主
義
美
学
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
吐
き
気
に
ま

つ
わ
る
諸
対
象
が
個
別
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
Ⅲ
章
で
は
、

カ
ン
ト
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
「
生
命
感
覚
」
と
し
て
の
吐
き
気
が

【
図
書
紹
介
】

『
吐
き
気
あ
る
強
烈
な
感
覚
の
理
誼
と
歴
史
』

Ｗ
・
メ
ー
ア
グ
ハ
ウ
ス
著
竹
峰
義
和
聯
知
野
ゆ
り
、
由
比
俊
行
訳
法
政
大

学
出
版
局
二
○
一
○
年

菅
沢
龍
文

中
心
に
論
じ
ら
れ
る
。
第
Ⅳ
章
で
は
、
ロ
マ
ン
主
義
と
ロ
ー
ゼ
ン
ク

ラ
ン
ッ
の
『
醜
の
美
学
』
が
主
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
第
Ｖ
章

で
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
吐
き
気
の
超
克
に
つ

い
て
分
析
さ
れ
る
。
第
Ⅵ
章
で
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
。
倒
錯
し
た
リ
ビ
ド
ー
や
、
神
経
症
的
な
吐
き
気
が
論

ぜ
ら
れ
る
。
第
Ⅶ
章
で
は
、
カ
フ
カ
の
諸
作
品
を
論
ず
る
な
か
で
、

吐
き
気
を
催
さ
せ
る
も
の
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
る
。
本
章
は
一
三
四

頁
を
占
め
る
圧
巻
で
あ
り
、
カ
フ
カ
の
作
品
論
と
し
て
の
独
立
の
著

作
と
し
て
も
読
め
る
と
思
わ
れ
る
。
第
Ⅷ
章
で
は
、
バ
タ
イ
ュ
に
お

け
る
「
聖
な
る
も
の
」
の
経
験
と
し
て
の
吐
き
気
が
論
ぜ
ら
れ
、
サ

ル
ト
ル
に
お
け
る
、
お
の
れ
自
身
の
「
実
存
そ
の
も
の
」
の
経
験
と

し
て
の
吐
き
気
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
第
Ⅸ
章
で
は
、
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
の

「
ア
ブ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
理
論
と
親
和
的
な
吐
き
気
に
つ
い
て
論
ぜ
ら

れ
る
。
最
期
に
「
ア
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ア
ー
ト
」
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ

て
終
わ
る
。

全
体
を
通
し
て
印
象
に
残
る
の
は
、
「
吐
き
気
を
催
さ
せ
る
も
の
」

と
し
て
、
あ
る
種
の
「
老
婆
」
が
繰
り
返
し
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。

著
者
自
身
、
本
書
は
「
〈
老
婆
〉
に
ま
つ
わ
る
（
男
性
的
な
）
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
書
物
」
（
一
三
頁
）
で
あ
る
と
述
べ
る
ほ
ど

な
の
で
あ
る
。
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